教材番号　　ルール作り№2
対象　　　　小・中・高

～夏祭りを続けるか？～
　　　　　　　　　　　　　　

１　事例

Ｘ町は、もともと、人口約１５００人の小さな町でした。しかし、近年開発が進んで、新しい家やマンションが建ち始めてきました。

最近では、新しいＺマンションが、Ｘ町の中心にあるＹ中央公園の隣に建設され、２５０世帯約１０００人の新しい住民が住むようになりました。

このＹ中央公園では、５０年前から、毎年８月の第１土曜日と日曜日の夜６時～９時にＸ町内の住民のための夏祭りが行われていました。
夏祭りでは、盆踊りが開催され、祭りの時間中は大きな音で音楽が流れ、出店が出て、大人から子どもまでたくさんの人々の話し声が聞こえてきます。

ところが、Ｚマンションの住民から、「夏祭りはうるさいから止めてほしい。」という苦情が寄せられるようになりました。

そこで、夏祭りを今後、続けるかどうかについてＸ町の町内会で話し合いがもたれることになりました。

２　テーマ・ポイント
　　ルール作りをとおして、法が社会生活を円滑にし、共生するためのルールであることを学習するとともに、ルールを作る過程で、自分の意見を説明し、様々な立場の人の意見を聞きながら十分な話し合いをもとに合意を形成し、それを守ることの重要性に気付かせる。
３　授業の進め方（一例）
　　Ｚマンションの住民、昔からＸ町に住む住民、出店の店長などいくつかの立場に分かれてそれぞれの立場から意見を述べてもらい、夏祭りを続けるか否か、続ける場合はどのようなルールにするのかについて考えてもらう。

以　上
